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兵庫県立芸術文化センワー神戸女学院小ホール
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((秒ヽヽ」ベープホール漁`らの「歌声}ズ澄)

関西学院前院長

田 淵 結

(滲 ,ヽご 祓 さゝつ し/缶

皆様、今日はようこそおもヽでくださいました。

私たち関学ベーツホールクワイア|ま 、今も年末行事として毎年続いている関西学院

ク 1ジ スマス音楽礼拝の 3年目、1979年から、中学部 PTAコ ーラスとして参加いたし

ました。

当時は、学生の男声合08の人数が圧倒的に多く、女声が少なかったもので、その頃

は藤だ若かった私たち|こ お声がかかりました。

それから 40年、私たちも独立 してベーツホールで練習を重ね、現在に至つてい水す。

才旨揮者も初代の曽曲―夫先生から、現在の小野村敏文先生まで、厳 しく、また温かい

ご指導を頂もヽてもヽ水す。

今日1ま その私たちが、小さなコンサー トをする事 |こ なり意した。いつも楽 しく練習

をして、時々地域で奉仕させて頂 tヽ ていますが、今回初めて単独でリサイタルをする

ことになりました。また、永年ご厚誼いただいてしヽます男声合唱団セレスティーナの

皆様 |こ もご参加頂きました。

どうぞお楽しみください謙せ。
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関学ベーツホールクワイア

本日|ま ベーツホールクワイアの 40年ともヽう歩みを覚えてのコンサー ト、誠におめ

でとうござもヽます。関西学院には、関西学院ならではの「歌声」があります。なつか

しい旧宗教センターベーツホールは、その「歌声」のホームグラウンドでした。今回、

その活動の記念の年を迎えられる皆様も、そのような「古き」という言葉は失礼かも

しれませんが、確か |こ 「良き」歌声を受|す 継ぎながら今日まで活動をされてこられま

した。独自の活動もありますが、学院のク !ジ スマス音楽礼拝などでは大きな存在感を

示してくださってしヽます。これからもベーツホールの名を冠するクワイアの皆様が、

関西学院の「良さ」を担もヽ続けてくださることを、心から感謝し、これからの活動を

大もヽ|こ 楽しみにしております。
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罐ρ第1ステージ  宗教合唱曲

1小さな籠ほ (讃美歌第 2編 26)

2 A CtaFe BenediCtiOn

3 Ave Maria

4 Ave VeFu「i COrpuS

5主よ人の望みの喜びよ

は2第 2ステージ  愛86曲

b.L. I U[ar

John Rutter

Luizi Luzzi

W.A.l\,4ozart

J.S.Bach

作曲

作曲

作曲

作曲

作曲

6どこから /も っヽしょに

7そよ風さんありがとう

8さん|ぎ

9気球 |こ乗ってどこまでも

10今 /〕 美ヾ しい

L.Bottazzo

林 慶治郎

G.B.Po‖ eri/C.Ett

林 慶治郎

久石  譲

平吉 毅州

鈴木 憲夫

曲岸 千代栄 作詞

林 慶治郎 作詞

中丼1 李枝子 作詞

東  龍男 作詞

村田 さち子 作詞

作曲

編曲

作曲

編曲

作曲

作曲

作曲

ざ〉― 休   憩

罐P第 3ステージ  賛鋤出演 セレスティーナ男声合唱団

―・くみ

男声合騒昌組曲「水のしヽのち」から

1.雨

3.川

5。 海よ

hP第 4ステージ  日本の女声合8昌曲

高田 二郎 作曲   高野 喜久雄 作詞

11音楽会のあと

12誰かがちしヽさなベルをおす

13ロ マンチス トの豚

14あなたと私と花たちと

15落葉松

大中

木下

木下

小林

小林

恩

牧子

牧子

秀雄

秀雄

作曲

作経

作蒔

作由

作曲

中村

やなせ

やなせ

千栄子

たかし

たかし

峯 陽

彰

作詞

作詞

作詞

作詞

作詞
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雛ま旨 揮  小野村 敏 文
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節 子

きよ子

真理子

明 子

チズ子

ゆかり

愛 子

かず子

雛 〔3(Dpran《D

藁Alto 天 野 百合子

今井 □一ズマIJ一

小 西 八州子

小 曲 暁 子

塩 見 '享 子

新 保 康 子

前 田 喜美子

明 浄 真由美
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飛
趙 指揮者 小野村 敏 文

1967年神戸大学経済学部卒業。在学中神戸大学混声合唱団アポロ

ン指揮者。コーロポルテニオ (神 戸)。 三友合唱団 (東京)。 長崎

混声合唱団 (長崎)の各団で副指揮者、2002年から 2007年 まで

セ レスティーナ男声合 B昌 団指揮者 として全国シルバー合 [昌 コン

クール金賞 2回、銅賞 2回受賞。2009年から関学ベーツホールク

ワイア指揮者。

声楽を上山厚子、故嶋本英美、中村勢津子の各氏 |こ 師事。

雛ピアニスト井 圏 寛 子

兵庫県立西宮高校音楽科、武庫サ|1女子大学音楽学部器楽科 卒業。

在学中より演奏活動を始め、現在ピアノ講師や地域のコンサー ト・

病院や福祉施設への訪問演奏などに参加してもヽる。

2013年 7月 より関学ベーツホールクワイアのピアニス トを努める。

糞をレスティーナ男声合懸昌圏

西宮を中心 |こ 活動している男声合唱団です。団員は現在 40名で、阪神間はもとより、東

は生駒、西は三木から参加しています。年齢は 66歳から 90歳まで幅広く、合 8昌経験も多

彩です。2017年 1こ倉」立 95周年を迎えました。設立当初、メンバーはク |リ スチャンが中心で、

宗教曲を歌っていましたが、現在はいろんなジャンルの音楽を合唱曲として取り上げ、練

習に励んでいます。

5年 1こ 一回定期演奏会を開催 しており、2022年の百周年記念定期演奏会 |こ 向けて、団員

―同さらに熱を込めて練習に励んでもヽるところです。また毎年、西宮市民コーラス大会、

全国シルバー合唱コンクール、バッカスフェスタ等への参加をはじめ、慰問演奏会などに

も力を注いでおります。

昨年からお迎えした永和子先生の指導の下、新生セレスティーナの歌声をお届けできれ

ばと原頁っております。 (注 セレスティーナとは、ラテン語で「天からの美しい歌声」という意味です。)
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いつくしみ深き

(讃美歌 312)

いつくしみ深き 友なるイエスは

とり去りたもう

包まず述べて

負える重荷を

罪 とが憂い を

こころの嘆 きを

などかは下さぬ

いつ くしみ深 き 友なるイエスは

われらの弱 きを 知 りて'I奔 む

悩みかなしみに 沈めるときも

祈 りにこたえて 慰めたまわん

いつ くしみ深 き 友なるイエスは

かわらぬ愛 もて 導 きたもう

世の友われらを 棄て去るときも

祈 りにこたえて 労 りたまわん
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関学ベーツホールクワイ
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